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⚫ 実施期間：2026年６月５日～７月16日

⚫ 実施方法：Microsoft Formsによるwebアンケ―ト

生産者団体等を通じて依頼

⚫ 総回答数：238件
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調査概要



畜種ごとの経営形態と飼養規模

※牛の育成・預託専門経営２件及び複数畜種の複合経営２件は分類不可能のためグラフ上に含まない

• 酪農経営からの回答が最も多く（55％）、次いで採卵鶏（21％）、豚（11％）
• 小規模な家族経営から大規模な企業経営まで幅広く回答が得られた
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発情発見装置

家畜生産情報管理システム

分娩監視装置

哺乳ロボット

餌寄せロボット

行動監視・異状検知装置

作業管理システム

搾乳ロボット

たい肥製造関係ロボット

ドローン

環境センシング連携畜舎管理

畜舎清掃ロボット

遠隔診療システム

自動給餌機

体重推定・BCSカメラ

飼料タンクの残量計

センサー式野生動物防除

鶏舎洗浄ロボット

その他

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 肉用鶏 その他

これまでに導入したことのあるスマート機器等

その他：自動製品箱積み上げ機、体重測定、機械異常通知

• 家畜生産情報管理システム（牛群管理システム、養豚管理システム等）は各畜種で広く導入されていた
• 牛においては、繁殖・飼養管理を支援する機器・システムの導入実績が特に多かった
• 豚、鶏においては、作業管理システム（日誌機能等）が比較的広く導入されていたほか、

 鶏においては、畜舎管理システムやドローン等を用いた野生動物防除技術も導入されていた

（複数回答可）

導入率

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 肉用鶏

54.6% 47.1% 26.9% 30.0% 18.2%
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• メンテナンスの簡易化、他システムとのデータ連携やデータ元管理などデータの効率化への要望
が多かった

• 機能の絞り込みによるコスト低減の要望がある一方で、多機能化への要望もあった

その他：
誤差の改善、既存の畜舎でもスムーズに導入できるような改良、正確性向上

導入している／したことのあるスマート機器等について
改良してほしい点

（複数回答可）

４
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メンテナンスの簡易化

機能の絞り込みによるコスト低減

他社システムとのデータ連携

多機能化・一体化

データ一元管理

操作の簡易化

改良不要

その他
乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 肉用鶏 その他



今後導入したい／関心があるスマート機器等

その他：
哺育ロボット、畑や敷地内の傾斜地の雑草処理ができる機械、AI、トラクターの自動運転、
自動給餌、ヒューマンロボット、授乳AI ロボット、データ管理とマニュアル化、
体重測定機械、温度管理システム、自動判定機能付き妊娠鑑定エコー

（複数回答可）

• 搾乳ロボット等の畜種限定的な技術を除き、いずれの畜種においても、省力化、繁殖管理、野生鳥獣対策
等の多様なスマート技術に対するニーズが確認された

• 特に、清掃ロボット、センサー式野生動物防除、分娩監視装置、作業管理システムへの関心が高かった ５
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畜舎清掃ロボット

センサー式野生動物防除

分娩監視装置

作業管理システム

搾乳ロボット

家畜生産情報管理システム

行動監視・異状検知装置

発情発見装置

たい肥製造関係ロボット

ドローン

敷料散布ロボット

体重推定・BCSカメラ

へい死鳥等監視システム

餌寄せロボット

放牧管理システム

環境センシング連携畜舎管理

遠隔診療システム

哺乳ロボット

その他

現時点で関心なし

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 肉用鶏 その他



• 畜舎環境制御、家畜排せつ物処理、見回り作業、清掃作業等、日常的かつ負担の大きい管理作業
へのニーズが高かった

• 野生鳥獣対策についても畜種を問わず一定の要望があった

スマート機器等により省力化／高度化したい作業

その他：集卵作業、体重測定、繁殖豚の発情発見

（複数回答可）

６
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畜舎環境制御

家畜排せつ物処理・たい肥化

見回り作業

清掃作業

給餌作業

搾乳作業

野生鳥獣対策

繁殖関連作業

哺乳作業

草地管理

その他家畜生産情報管理作業

その他

特にない

乳用牛 肉用牛 豚 採卵鶏 肉用鶏 その他



• 導入費用に対する補助への要望が最も多かった
• 情報提供・事例紹介や技術指導・導入サポートへの要望も確認された

行政からどのような支援があると導入が進むと思うか

その他：
• 若手人材の新規就農への誘導
• コンペ形式による開発費の助成
• 個々の経営に合う機器選定

（複数回答可）
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費用の補助

情報提供・事例紹介

技術指導・導入サポート

補助要件緩和・申請手続きの簡素化

国産機器開発・技術開発支援

実証試験・デモ

その他
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スマート畜産技術の導入は、特に乳用牛において進んでいる

導入されているスマート畜産技術には、家畜生産情報管理システム
など畜種を問わず普及しているものもあるが、牛は繁殖・飼養管理、
鶏は環境制御や野生動物防除等、畜種毎に異なる傾向も見られた

今後の導入意向は幅広い分野に及んでいるが、畜種を問わず、日常
的かつ負担の大きい清掃作業等の管理作業の省力化・高度化に対す
るニーズが確認された

既存技術についても、メンテナンスの簡易化、コスト低減、データ
連携等の改良が望まれている

行政には、導入費用への支援とともに、活用事例に関する情報提供
が期待されている

まとめ
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